
JICA中小企業海外展開支援における委託事業について 

Q１．JICAの委託事業とは？ 
○委託事業とは、機関が、自ら業務を実施するよりも、優れた特性を持つ第三者に委託して実施することが効率的であると認められる業務について、  
   その業務の実施を委託する事業と言われています。本事業においては、この考え方のもと、機関（JICA）と受託者（中小企業）の間で、業務委託契約 
   を締結し、当該業務の給付の完了を目的としています。なお、本事業における給付の完了とは、「業務完了報告書」の提出に該当します。 

 
Q２．委託費と補助金との違いは？ 
○委託費とは、機関（JICA）の特定の業務等を受託者（中小企業）に対し、委託し実施して頂く場合に、双方の合意に基づき、反対給付として支出する 
   経費 を いいます。また委託費は、中小企業連携促進基礎調査、案件化調査、普及・実証事業それぞれの委託契約に基づく対価的性格を有する 
     経費であって、補助金のような助成的性格のものとは異なります。 
 

Q３．報告書・機材の所有権・著作権は？ 
○受託者（中小企業）が提出し、検査を完了した報告書、また受託者が調達し、検収が完了した機材の所有権は、委託元の機関 （JICA）となります。 
   また、 JICAによる成果品（報告書）の検収後、成果品の著作権は受託者からJICAに譲渡されます。 
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